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文教常任委員会資料                   令和７年６月２６日 

                                               （2025 年） 

                            教育委員会事務局学校教育課 

 

学校生活の状況について 

 

 

 標記の件について、以下のとおり報告します。 

 

１ 令和６年度（2024 年度）生徒指導のまとめ Ｐ２～１３ 

 

２ 城陽市の特別支援教育について Ｐ１４ 

 

〈参考資料〉（２月～４月）はぐくみ Ｐ１５～１７ 



2 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度（2024年度） 

 

生徒指導のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

城陽市小中高生徒指導連絡会 

                  城 陽 市 教 育 委 員 会 

 



3 

 

   令和６年度 城陽市における小・中学校問題行動等の概要 
                 （令和６年４月１日～令和７年３月 31 日） 

 

                                            城陽市教育委員会 学校教育課 

１ 問題行動の概要 

（１）小学校の状況と概要 

  ①件数及び指導人数の状況 

   ・問題行動の総件数は 113 件で、前年度より 16 件増加 

   ・総指導人数は 166 人で、前年度より 34 人増加 

  ②学年別指導人数の状況 

   ・学年別指導人数は、２年生は減少 

  ③男女別指導人数の状況 

   ・男子が 129 人（全体の 77.7％）で、前年度より 20 人増加 

   ・女子は 37 人で、前年度より 14 人増加 

  ④月別の指導件数と指導人数の状況 

   ・指導件数は２月が最も多く、次に６月と続く 

   ・指導人数も２月が最も多く、次に６月と続く 

  ⑤概要 

    前年度と比べ、全体的に指導件数が増加している。ささいな児童間トラブルが増

加した。特に５年生に増加傾向が見られる。「その他」の事象が全体の 73.5％を占

めており、その主な内容は、児童間トラブル（けんかやからかい等）が多かった。

金銭持ち出しや万引きなども見られた。 

    「不登校」については前年度と比べ、４人増加しており、総児童数に対する出現

率は 0.99%で前年度比＋0.14%だった。学年別では、６年生が最も多かった。 

（２）中学校の状況と概要 

  ①件数及び指導人数の状況 

   ・問題行動の総件数は 195 件で、前年度より 50 件減少 

   ・総指導人数は 345 人で、前年度より 39 人減少 

  ②学年別指導人数の状況 

   ・学年別指導人数は、前年度と比べ、１年生で大きく減少 

  ③男女別指導人数の状況 

   ・男子が 276 人（全体の 80.0％）で、前年度より 39 人減少 

   ・女子は 69 人で、前年度と同人数 

  ④月別の指導件数と指導人数の状況 

   ・指導件数は 11 月が最も多く、次に６月、９月と続く 

   ・指導人数も 11 月が最も多く、次に６月と続く 

  ⑤概要 

    前年度と比べ、問題行動は大きく減少している。特に、前年度多かった器物損壊

が大幅に減少した。一方で、「その他」の事象が全体の 88.2％を占めており、その

主な内容は生徒間トラブルが多かった。ＳＮＳを介したトラブルも増加しており、

南部サポートセンターと連携した保護者向けの啓発も行った。スマートフォン等不

要物の持ち込みや使用といったルール違反も見られた。 

    「不登校」については前年度と比べ、５人増加しており、総児童数に対する出現

率は 4.13%で前年度比＋0.39%だった。男子生徒の増加が見られた。 
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（３）全体的な傾向と考察 

  ① 「暴力的事象」については、小学校では、ささいなきっかけからトラブルが発生

してけんかに発展している傾向にある。コミュニケーションの取り方が幼く、暴力

的な解決方法に至る事象が多く見られた。中学校では、器物損壊の大幅な減少が特

徴的であり、規範意識向上に向けた日常生活での取組の成果が見られた。 

    小・中学校とも、１学期中頃からの学校生活に慣れた時期にトラブルが多くなっ

ていく傾向がある。新しい人間関係の中で円滑なコミュニケーションがとれるよう

に、発達支持的な指導をしていく必要がある。 

  ② 「不良行為等に関わる事象」（悪質ないたずら、無断外泊・家出等）については、

小学校では悪質ないたずらが２件発生した。中学校では喫煙や無断外泊が発生した。

小・中学校ともに不良行為の発生件数は近年減少傾向にあるものの、引き続き指導

が必要である。 

    また、「窃盗的事象」（万引き、金銭物品盗、金銭持出等）については、小学校

では「万引き」「金銭持出」「金銭物品盗」の事象が 11 件発生した。中学校では「万

引き」「金銭持出」「金銭物品盗」の事象が８件発生した。「窃盗的事象」につい

ては小学校で発生件数が多い状況である。 

    各学校では、警察等の協力を得て「非行防止教室」を実施し、規範意識の向上に

努め、小学校においては、中学年に対象を広げ、また中学校においては、夏休み以

降に事象が増加することから１学期中に実施している。 

  ③ 昨年度までと同様に、小・中学校とも事象全体の中で「その他」の事象が大きな 

   割合を占めている。その主な内容としては、「児童生徒間トラブル（けんかやから

かい・いやがらせ）」「ルール違反」等があげられる。 

    また、スマートフォンやパソコン・タブレットによるＬＩＮＥ・インターネット

等のメディアを介しての「ネットによるトラブル」もあり、これらの事象は、いじ

めや大きな犯罪につながる可能性があり、その危険性や情報モラルについて正しく

理解し、またその活用方法についても指導し、徹底していく必要がある。 

  ④ 不登校児童生徒数は、前年度と比べると、全国的に増加傾向にある中、小学校、

中学校ともにほぼ横ばいである。欠席日数のみで捉えるのではなく、個別ケースの

状況把握をしっかりと行い、より的確な対応について見立てることが重要となる。

スクールカウンセラー等の専門家の有効的な活用、サポートルームの活用も含めて、

組織的対応が適切かどうかについて丁寧な見極めが必要であると考える。 

 

２ 指導課題 

（１）発達支持的生徒指導の展開 

   生徒指導提要の改定に伴い、二軸三類四層構造を意識し、問題行動事象を中心とし

た即応的な生徒指導だけでなく、より常態的な生徒指導の展開が必要となる。 

  ① 生徒指導の二軸（対応の時間軸について） 

    常態的・先行的（プロアクティブ）生徒指導と、即応的・継続的（リアクティブ）

生徒指導の二軸を意識する。 

  ② 生徒指導の三類（課題性の高低について） 

    発達支持的生徒指導、課題予防的生徒指導、困難課題対応的生徒指導の三類を意

識する。 

  ③ 生徒指導の四層（対象となる児童生徒の範囲） 

    発達支持的生徒指導、課題未然防止教育、課題早期発見対応、困難課題対応的生

徒指導の四層を意識する。 
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（２）児童生徒の規範意識の醸成 

      学校や社会のきまり・ルールを守ることの意義や重要性などの規範意識の醸成を図

るために、学級活動や道徳、「非行防止教室」などを積極的に活用し、日々の教育活

動全体を通じて、繰り返し粘り強く指導することが求められている。 

   規範意識の醸成は家庭におけるしつけが核になるが、学校はそれを社会に生きる人

間の生き方として深めていく役割を担っている。学校と家庭、地域との協力・連携に

より、規範意識の醸成に努めていくことが重要である。 

（３）指導体制の確立と組織的・計画的な指導の推進       

   生徒指導は、全ての教育活動を通じて、全教職員が協力して進める必要があり、そ

のためには、全教職員が方針や取組等を共通理解し、協働体制を築くことが大切であ

る。また、児童生徒一人一人の自己実現を援助するためには、全教育活動においてね

らいを明確にし、組織的・計画的に生徒指導を推進する必要がある。 

   生徒指導の全体計画・年間計画の作成については、児童生徒の課題を十分に把握・

分析し、家庭や地域社会との連携やそれらが持ち合わせている教育力を十分に活用す

るという視点も大切である。   

（４）いじめの未然防止、早期発見・早期対応できる体制づくり 

   いじめはどの子どもにも、どの学校でも起こりうるものでもあり、また、極めて深

刻な事態となる危険性がある。このことを教職員一人一人が常に意識し、未然防止、

早期発見・早期対応に向けて学校全体として組織的に取り組むことが必要であり、次

のような視点を持つことが大切である。 

    ① 「いじめは絶対に許さない」という姿勢を、児童生徒に示し、徹底するとともに、

道徳や学級活動等をはじめ、全教育活動を通じて児童生徒の人権意識を更に高める

指導を行う。 

  ② 教師と児童生徒の信頼関係を築くとともに、児童生徒がいつでも気軽に教師に相

談できる雰囲気づくりに努める。また、「スクールカウンセラー」や「心の居場所

サポーター」、「まなび・生活アドバイザー」などの積極的な活用を図る。 

    ③ いじめアンケート調査、教育相談活動、作文や生活記録ノート、行動観察等多面

的な情報収集に努める。また、教職員が日常的にアンテナを高く張って、児童生徒

から発信される危険信号を見逃さずキャッチすることも大切である。 

    ④ 「城陽市いじめ防止基本方針」や各学校で策定した「学校いじめ防止基本方針」

を踏まえ、学級担任だけではなく、学年や学校全体で組織的で総合的な力、チーム

で対応する。また、学校のみで解決することに固執せず、必要に応じて関係機関等

の活用、連携をして指導にあたる。 

⑤ インターネットやスマートフォンを利用したいじめ（ネットいじめ）への対応と 

して、児童生徒に対する危険性や情報モラルに関する指導を進めるとともに、保護 

者や地域に対しても幅広く情報提供や啓発活動を進める。 

    ⑥ いじめの指導が終了したその後も十分注意を払い、見守りを続け、いじめが解消

に至った後も日常的に注意深く観察を行い、継続的にきめ細かな指導を行う。 

（５）教育相談の充実と不登校児童生徒への対応 

   教職員は、児童生徒との日常の何気ない会話も教育相談の一つと捉え、子どもの葛

藤や不満、悩みや不安といった内面の理解に努めることが必要であり、教師自身がカ

ウンセリングマインドを身に付けることが大切である。 

   そして、不登校児童生徒の態様は多様化しており、その対応についても個々の児童

生徒の状況に応じた支援が必要である。不登校児童生徒の対応については、次のよう

な支援が考えられる。 
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    ① 学校に登校できるが教室に入りにくい児童生徒に対しては、校内適応指導教室や

放課後登校による相談活動や学習支援等を進める。 

    ② 外出することはできるが、学校には登校できない児童生徒に対しては、城陽市適

応指導教室（ふれあい教室）への通室やメタバース（仮想空間）での教育相談、フ

リースクール等への通室を呼びかける。 

  ③ 家庭にひきこもり傾向の児童生徒に対しては、担任等による家庭訪問を行う。ス

クールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等の専門家とも連携を行い、個

々のニーズにあった放課後登校等の具体的な支援を行う。 

       また、保護者への相談活動も重要であり、保護者がスクールカウンセラー等への

相談を通して心の安定を図ることができ、その結果、子どもの安定につながること

も期待できる。 

（６）家庭、地域、関係機関との更なる連携強化 

   現在の児童生徒の問題行動は、学校の指導体制や相談体制だけでは十分に対応でき

ない場合がある。児童生徒が内面に深刻な問題を抱えている場合、普段表面化しなく

ても、問題行動が突如出てくる場合がある。さらに、学校の教育的レベルを超えた犯

罪的な行為や危険な行為、医療の専門的知識が要求される問題、児童虐待など家庭の

養育環境から生じる問題など、学校の教育力だけでは対処しきれない問題も増加して

いる。 

   児童生徒の健全な育成を図るためには、学校・家庭や地域、関係機関等が、相互の

ネットワークを形成し、連携を深めていくことが必要である。 

（７）緊急問題への対応 ＜緊急問題が生じた場合の対応の一例＞ 

  ① 事実を正確に把握した初期対応 

  ② 校長（教頭）への連絡と生徒指導主任、学年主任への連絡 

③  情報の収集・整理と当面の方針の決定 

④ 全教職員で事実と方針の確認 

  ⑤ 本人の指導と家庭への連絡（保護者招校、家庭訪問等） 

  ⑥ 市教育委員会への連絡と連携 

    ⑦ 関係機関への連絡と連携 

    ⑧  二次的事象発生の防止（全体指導等） 

  ⑨ 窓口の整理（報道等への対応） 

  ⑩ 事後処理と課題の整理 

  ⑪ 教材化・教訓化による教職員の資質向上 

   ※ 緊急問題の対応に当たっては、組織性と機動性が問われる。まず、事実を正確 

に把握することが必要である。さらに、全教職員が事実と当面の対応、方針を共

通理解し、解決に向けての各自の役割を果たすことが大切である。 



令和６年度　城陽市小・中学校における問題行動別の件数および指導人数

令和６年４月１日～令和７年３月31日　　　（　）内は前年度
小学校 中学校

指導人数 指導人数
件数 男子 女子 合計 件数 男子 女子 合計

生徒間暴力 13 ( 9 ) 12 ( 16 ) 2 ( 0 ) 14 ( 16 ) 4 ( 5 ) 6 ( 7 ) 0 ( 0 ) 6 ( 7 )

対教師暴力 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 6 ) 0 ( 6 ) 0 ( 0 ) 0 ( 6 )

対人暴力 0 ( 1 ) 0 ( 1 ) 0 ( 0 ) 0 ( 1 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

器物損壊 4 ( 7 ) 4 ( 7 ) 0 ( 0 ) 4 ( 7 ) 4 ( 18 ) 9 ( 28 ) 0 ( 1 ) 9 ( 29 )

恐　　喝 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

万引き 0 ( 3 ) 0 ( 3 ) 0 ( 0 ) 0 ( 3 ) 3 ( 0 ) 1 ( 0 ) 2 ( 0 ) 3 ( 0 )

金銭物品盗 2 ( 1 ) 1 ( 0 ) 2 ( 1 ) 3 ( 1 ) 4 ( 3 ) 7 ( 3 ) 0 ( 0 ) 7 ( 3 )

バイク・自転車盗 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

金銭持出 9 ( 4 ) 8 ( 2 ) 5 ( 2 ) 13 ( 4 ) 1 ( 1 ) 1 ( 0 ) 0 ( 1 ) 1 ( 1 )

火遊び 0 ( 1 ) 0 ( 1 ) 0 ( 0 ) 0 ( 1 ) 1 ( 0 ) 2 ( 0 ) 0 ( 0 ) 2 ( 0 )

喫　　煙 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 0 ( 0 ) 1 ( 1 )

飲　　酒 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

薬物乱用 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

悪質ないたずら
・不健全な遊び 2 ( 1 ) 1 ( 0 ) 3 ( 1 ) 4 ( 1 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 )

無断外泊・家出 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 4 ( 2 ) 0 ( 1 ) 4 ( 1 ) 4 ( 2 )

わいせつ行為 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 2 ) 0 ( 2 ) 0 ( 0 ) 0 ( 2 )

不健全性的行為 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 1 ( 0 ) 0 ( 0 ) 1 ( 0 ) 1 ( 0 )

その他 83 ( 70 ) 103 ( 79 ) 25 ( 19 ) 128 ( 98 ) 172 ( 207 ) 249 ( 267 ) 62 ( 66 ) 311 ( 333 )

合計 113 ( 97 ) 129 ( 109 ) 37 ( 23 ) 166 ( 132 ) 195 ( 245 ) 276 ( 315 ) 69 ( 69 ) 345 ( 384 )

不登校 33 ( 29 ) 21 ( 14 ) 12 ( 15 ) 33 ( 29 ) 72 ( 67 ) 36 ( 29 ) 36 ( 38 ) 72 ( 67 )
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令和６年度 上位事象の状況（件数） ＜令和６年４月～令和７年３月＞

【 小 学 校 】

順位 令和４年度 令和５年度 令和６年度

１ 生徒間暴力 ７件 生徒間暴力 ９件 生徒間暴力 13件

２ 器物損壊 ６ 器物損壊 ７ 金銭持出 ９

３ 万引き ３ 金銭持出 ４ 器物損壊 ４

４ 金銭持出 ３ 万引き ３ 金銭物品盗 ２

５ 対教師暴力 ２ 対人暴力 １ 悪質ないたずら･不健全な遊び ２

６ 悪質ないたずら･不健全な遊び ２ 悪質ないたずら･不健全な遊び １

７ 金銭物品盗 ２ 金銭物品盗 １

８ 火遊び ２ 火遊び １

その他 54 その他 70 その他 83

不登校 21 不登校 29 不登校 33

【 中 学 校 】

順位 令和４年度 令和５年度 令和６年度

１ 生徒間暴力 ４件 器物損壊 18件 器物損壊 ４件

２ 対教師暴力 ４ 対教師暴力 ６ 生徒間暴力 ４

３ 器物損壊 ４ 生徒間暴力 ５ 金銭物品盗 ４

４ 金銭物品盗 ３ 無断外泊・家出 ４

５ 無断外泊・家出 ２ 万引き ３

６ わいせつな行為 ２ 金銭持出 １

７ 金銭持出 １ 喫煙 １

８ 喫煙 １ 火遊び １

９ 不健全性的行為 １

その他 129 その他 207 その他 172

不登校 65 不登校 67 不登校 72
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２　学年別指導人数

３　男女別指導人数
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　　４　月別指導人数・件数
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６　不登校児童生徒数の推移

７　学年別不登校人数

27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

全 国 (%) 0.42 0.47 0.54 0.70 0.83 1.00 1.30 1.70 2.14

京都府 (%) 0.42 0.47 0.50 0.56 0.77 0.96 1.23 1.62 1.92

城陽市 (%) 0.47 0.55 0.81 0.97 1.19 0.79 0.89 0.60 0.85 0.99

不登校児童数(人) 18 21 31 36 43 29 32 21 29 33
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全国

小学校

27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

全 国 (%) 2.83 3.01 3.25 3.65 3.94 4.09 5.00 5.98 6.71

京都府 (%) 2.80 2.90 3.01 3.39 3.63 3.90 4.41 5.55 6.02

城陽市 (%) 3.11 3.73 4.52 4.29 4.94 5.23 4.92 3.68 3.74 4.13

不登校生徒数(人) 61 73 84 78 89 93 88 65 67 72
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14 

城陽市の特別支援教育について 

 

１  特別支援教育とは 

  障がいのある子どもの自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援するという視点に立ち、子ども一

人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善または克服するため、

適切な指導及び必要な支援を行う教育 

 

２  就学先（特別支援学校、特別支援学級、通常の学級）の決定について 

 子どもの障がいの状態のみに着目して画一的に検討を行うのではなく、一人一人の教育的ニーズ、学

校や地域の状況、保護者や専門家の意見等を総合的に勘案して、個別に判断する。 

本人及び保護者、学校との合意形成を進めた上で、最終的には市教育委員会が決定する。 

（１）城陽市就学相談 

（２）城陽市進学検討 

 

３  小中学校における学びの場について 

（１）通常の学級 

・授業のユニバーサルデザイン化  

・教育充実補助員（特別支援教育）＜市費＞、特別支援教育指導員＜府費＞の配置 

（２）通級指導教室 

・通常の学級に在籍する支援が必要な児童生徒に対して、特別の場で行う個に応じた特別な指導 

・令和７年度において、全小中学校に通級指導教室を設置 

（３）特別支援学級 

・８名までの少人数の学級で、児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた学習内容を進める。 

・通常の学級(交流学級)で学習する教科もあり、学年や学校の取組にも参加 

  ・特別支援学級数 

（小学校：知的 17学級、自閉症・情緒 18学級、その他６学級） 

（中学校：知的８学級、自閉症・情緒７学級、その他１学級） 

 

４  一人一人の子どもたちのための特別支援教育 

（１）学校全体での取組 

  ・校内委員会や特別支援教育コーディネーターを中心とし、組織的に指導支援を行う。 

（２）一人一人に応じた指導・支援と切れ目ない支援 

  ・｢個別の指導計画｣や｢個別の教育支援計画｣の作成（令和６年度より城陽市の統一様式を使用） 

  ・幼稚園･保育園、小学校、中学校と丁寧に引き継ぎ、医療や福祉等、関係機関とも連携を図る。 

（３）交流及び共同学習の推進 

  ・障がいの有無に関わらず、互いを正しく理解し、共に助け合い支え合えるよう、一緒に学ぶ場を計

画的に設ける。 

 

５  特別支援学級在籍生徒の進路状況（令和７年３月） 

   全日制（12名）、通信制（８名）、その他（１名） 



参考資料

2 月の生徒指導上の事象 件数と男女別指導延べ人数 （令和７年２月１日～２月28日）

※はぐくみ第465号より抜粋
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小 男 3 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 25 0 17

学 女 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 0 11

校 件数 2 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16 20 0 28

中 男 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 23 24 0 36

学 女 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 10 0 33

校 件数 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19 21 0 69

問題行動学年別指導人数

学
年

小
１

小
２

小
３
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５

小
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計
中
１

中
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中
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計

男 1 6 2 9 4 3 25 2 13 9 24

女 0 2 0 0 0 1 3 2 4 4 10
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５
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６
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１
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２

中
３
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男 0 1 4 2 3 7 17 10 11 15 36

女 0 0 1 2 3 5 11 7 11 15 33

計 0 1 5 4 6 12 28 17 22 30 69
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参考資料

3 月の生徒指導上の事象 件数と男女別指導延べ人数 （令和７年３月１日～３月31日）

※はぐくみ第466号より抜粋
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小 男 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 5 0 19

学 女 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 5 0 14

校 件数 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 5 8 0 33

中 男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 21 0 33
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参考資料

4 月の生徒指導上の事象 件数と男女別指導延べ人数 （令和７年４月１日～４月30日）

※はぐくみ第467号より抜粋
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、

性

的

被

害

不

登

校

小 男 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 4 10 0 6

学 女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6

校 件数 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 3 9 0 12

中 男 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 18 0 13

学 女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 6 0 20

校 件数 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 14 0 33

問題行動学年別指導人数

学
年

小
１

小
２

小
３

小
４

小
５

小
６

計
中
１

中
２

中
３

計

男 0 1 1 2 1 5 10 8 3 7 18

女 0 0 0 0 0 0 0 1 2 3 6

計 0 1 1 2 1 5 10 9 5 10 24

不登校児童生徒学年別人数

学
年

小
１

小
２

小
３

小
４

小
５

小
６

計
中
１

中
２

中
３

計

男 0 1 1 1 0 3 6 1 7 5 13

女 0 0 0 2 3 1 6 5 5 10 20

計 0 1 1 3 3 4 12 6 12 15 33
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